
大口町は、4月1日に 
町制50周年を迎えました 

昔も現在も未来もずっと 
　愛があふれる　みんなの大口 
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歳入 

南
小
学
校
建
設
事
業
で
大
幅
増
額 

平成23年度決算を認定 
一般会計歳入決算額 89億4193万円 

（前年比13億924万円増） 

　9月定例会は、9月5日より25日までの21日間の会期で開催されま
した。 
　町提出議案は、平成23年度決算認定のほか、条例の一部改正や
補正予算など全部で9議案と1認定、議員からは小・中学校の児童・
生徒の定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度拡充
を求める意見書など6議案が提出されました。 
　採決の結果、平成24年度の一般会計補正予算、国民健康保険
特別会計補正予算、平成23年度一般会計及び特別会計歳入歳出
決算認定、住民の安心・安全を支える行政サービスの充実を求める
意見書、中保育園の民営化に関する要望書については、賛成多数
で可決。保育の質の向上を求める要望書は、賛成少数で否決。他
の議案は、いずれも全会一致で可決しました。 
　一般質問では、9人が町政全般にわたり質問しました。 

町税 54.1% 
48億3548万円 繰入金 8.9% 

7億9727万円 

町債（借金）7.8% 
7億円 

県支出金 4.3% 
3億7986万円 

諸収入等 11.0% 
9億8568万円 

地方消費税交付金 3.9% 
3億5220万円 

国庫支出金 10.0% 
8億9144万円 

平成24年4月開校の大口南小学校 平成24年4月開校の大口南小学校 
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歳出 

決
算
額
増
額
の
主
な
要
因

は
、
南
小
学
校
の
建
設
事
業

な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
財
政
力
指
数
等
の

低
下
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

様
々
な
財
政
分
析
指
標
に
よ

れ
ば
、
引
き
続
き
健
全
な
状

態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
 

一般会計歳出決算額 86億3788万円 
（前年比12億6553万円増） 

民生費 25.5% 
21億9886万円 

教育費 31.9% 
27億5876万円 

総務費 12.6% 
10億8783万円 

衛生費 7.9% 
6億8384万円 

土木費 11.0% 
9億4655万円 

消防費4.2% 
3億6240万円 

公債費（借金の返済） 
2億1503万円 2.5%

議会費 1.7% 
1億5146万円 

商工費 1.3% 
1億1287万円 

農業費 1.0% 
8668万円 

労働費 0.4% 
3360万円 

会　計　名 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

介 護 保 険  

公共下水道事業  

後期高齢者医療  

農業集落家庭排水事業 

社 本 育 英 事 業  

国 際 交 流  

土 地 取 得  

老 人 保 健  

小 計  

合 計  

歳入決算額 

89億4193万円 

20億6742万円 

8億3248万円 

7億8769万円 

1億6715万円 

2167万円 

534万円 

502万円 

10万円 

0万円 

38億8687万円 

128億2880万円 

歳出決算額 

86億3788万円 

19億6635万円 

8億2909万円 

7億4230万円 

1億6655万円 

2167万円 

30万円 

502万円 

10万円 

0万円 

37億3138万円 

123億6926万円 

差引額 

3億405万円 

1億107万円 

339万円 

4539万円 

60万円 

0万円 

504万円 

0万円 

0万円 

0万円 

1億5549万円 

4億5954万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

■平成23年度会計別歳入・歳出決算額 

■税目別収入の比較 

固定資産税 
0

5

10

15

20

25

30

個人町民税 法人町民税 

（単位：億円） 

■財政分析指標の推移 

 

 

財政力指数 
（単年度） 

経常収支比率 

実質収支比率 

公債費比率 

19年度 
（参考） 

1.61 
 

61.2％ 

9.1％ 

1.7％ 

22年度 

 

1.09 
 

73.7％ 

3.7％ 

△0.9％ 

23年度 

 

1.03 
 

78.4％ 

3.9％ 

△1.2％ 

【監査意見】 
　一般会計並びに9特別会計、基金運用状
況、財産調書の監査は、6月1日から7月
31日まで実施した。いずれも正確に処理
されており適正であることを認めた。 

監査委員　鈴木鹿太郎 
齊木　一三 

23年度決算額 
22年度決算額 
19年度決算額（参考） 

財政力指数とは、地方自治体の財政力を示
す指数。過去3年間の平均で1未満になると、
交付団体となる。 

平成19年度は、過去最高の法人町民税の収入年度となる。 
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問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 問 □ 

入鹿池の全景 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ
今
回
の
改
正
点
は
、
砂

利
採
取
で
埋
め
戻
し
の
土
を

混
ぜ
な
い
と
い
う
の
が
趣
旨

だ
が
、
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う

に
施
行
さ
れ
る
の
か
。
 

 今
後
新
規
に
掘
る
場
合

に
適
用
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
も
の
に
は
適
用
し
な

い
。
 

埋
め
戻
し
に
使
う
土
は
、

そ
の
場
で
仮
置
き
し
て
、
そ

の
も
の
を
土
壌
検
査
し
て
埋

め
戻
す
と
い
う
意
味
か
。
 

 そ
の
と
お
り
。
あ
く
ま

で
も
、
区
分
し
て
埋
め
戻
す

こ
と
で
あ
る
。
 

 砂
利
採
取
で
出
た
土
の

山
に
は
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ

た
り
草
が
生
い
茂
っ
て
地
域

の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
 

 今
後
は
、
砂
利
採
取
行

為
も
含
め
無
断
転
用
に
は
農

地
法
に
照
ら
し
て
農
業
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
防
止
策

を
検
討
し
て
い
く
。
 

 
何
の
た
め
に
表
彰
す
る

の
か
曖
昧
で
あ
る
。
も
っ
と

全
体
像
を
明
確
に
し
て
は
ど

う
か
。
 

 今
後
の
検
討
の
際
に
困

ら
な
い
よ
う
に
年
数
の
部
分

と
選
考
委
員
会
等
で
議
論
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
 

 
ふ
る
さ
と
寄
付
金
４３
万

円
に
つ
い
て
、
寄
付
さ
れ
た

人
の
税
法
上
の
取
扱
い
は
ど

う
な
る
の
か
。
 

 例
え
ば
、
3
万
円
を
寄

付
す
る
と
2
0
0
0
円
控
除

し
て
、
2
万
8
0
0
0
円
が

所
得
税
と
町
県
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
、
町
と
県
の
税
収
が

減
っ
て
直
接
団
体
へ
振
り
込

ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
４３
万

円
は
、
町
内
の
2
人
か
ら
町

の
５０
周
年
の
記
念
事
業
に
寄

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

入
鹿
池
の
耐
震
診
断
の

費
用
は
、
入
鹿
用
水
土
地
改

良
区
が
負
担
す
べ
き
と
考
え

る
。
耐
震
診
断
は
誰
が
お
こ

な
う
の
か
。
 

 耐
震
診
断
の
事
業
主
体

は
、
愛
知
県
で
窓
口
は
尾
張

農
林
水
産
事
務
所
に
な
る
。
 

現
在
、
耐
震
性
の
検
証
委

員
会
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
、

今
後
3
年
か
け
て
検
証
さ
れ

て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
 

地
下
水
の
水
質
保
全
条
例

の
一
部
改
正
の
ね
ら
い
は
 

討論 
    

  

江
幡
満
世
志
 

　
保
育
園
運
営
事
業
報
酬

の
予
算
の
追
加
計
上
に
は
、

中
保
育
園
の
民
営
化
に
対

す
る
保
護
者
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
な
ど
未
確

定
な
部
分
が
多
々
あ
り
、

時
期
尚
早
と
い
っ
た
意
見

も
あ
る
。
ま
た
、
移
管
先

の
法
人
の
選
定
も
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
、
委
員
会

を
開
催
す
る
主
旨
も
意
味

も
な
い
と
思
う
の
で
反
対

す
る
。
 

伊
藤
　
浩
 

　
将
来
に
向
け
た
見
直
し

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
状

況
の
判
断
を
的
確
に
捉
え
、

行
政
施
策
の
安
定
的
な
継

続
を
図
る
こ
と
は
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の

補
正
予
算
も
、
事
業
内
容

が
妥
当
で
あ
る
の
で
賛
成

す
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

あ
い
 
ま
い
 

平
成
２４
年
度
 

一
般
会
計
補
正
予
算
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補
正
予
算
】
 

ふ
る
さ
と
寄
付
金
 

入
鹿
池
の
耐
震
診
断
 

表
彰
条
例
の
表
彰
基

準
を
明
確
に
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問 □ 答 □ 
問 □ 

問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 
住宅用太陽光発電パネル 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
が
県

よ
り
出
て
い
る
が
、
町
で
は

1
kW
／
h
に
つ
き
2
万
円
補

助
し
て
い
る
。
町
の
補
助
金

の
中
に
県
の
補
助
金
は
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。
 

 町
の
補
助
金
の
う
ち
3
 

5
0
0
円
ほ
ど
が
県
補
助
金

分
に
な
る
。
 

 
失
業
対
策
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
基
金
事
業
費
補
助

金
が
2
2
3
0
万
円
あ
っ
た
。

継
続
し
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
町
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
 

 町
で
は
、
２３
年
度
を
も

っ
て
本
事
業
を
終
了
し
た
。
 

　
県
で
は
、
２４
年
度
も
引
き

続
き
東
日
本
大
震
災
等
で
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
を
し

て
い
る
の
で
、
町
で
は
そ
の

案
内
を
し
て
い
る
。
 

 
公
用
車
の
リ
ー
ス
台
数
、

契
約
内
容
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
 

 公
用
車
３０
台
の
う
ち
9

台
が
リ
ー
ス
車
両
で
あ
り
、

車
検
代
、
税
な
ど
の
費
用
す

べ
て
を
含
め
た
契
約
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
 

 
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
要
し

た
経
費
、
維
持
費
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
 

 シ
ス
テ
ム
改
修
費
約

6
6
0
万
円
、
事
務
の
電
算

委
託
料
の
基
本
料
が
月
額
3

万
1
5
0
0
円
、
コ
ン
ビ
ニ

振
替
手
数
料
の
基
本
料
が
月

額
1
万
5
0
0
円
の
計
4
万

2
0
0
0
円
が
月
額
増
加
し

て
い
る
。
 

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
振
替
手

数
料
６０
・
9
円
掛
け
る
納
付

件
数
が
経
費
と
な
る
。
 

　
２４
年
3
月
よ
り
実
施
し
た

が
、
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の

実
績
で
は
、
１５
%
が
コ
ン
ビ

ニ
納
付
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
町
長
の
公
約
と
し
て
給

食
費
全
額
補
助
す
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
来
年

度
あ
た
り
実
現
可
能
か
ど
う

か
。
  

任
期
の
中
間
年
で
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
評
価
を
し
た
。

単
に
給
食
費
を
助
成
す
る
と

い
う
考
え
方
で
給
食
費
を
半

額
あ
る
い
は
全
額
を
補
助
す

る
の
で
は
な
く
、
町
の
農
業

政
策
と
リ
ン
ク
す
る
中
で
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
新
聞
報
道
で
は
来
年
度

か
ら
全
小
学
校
の
６５
%
に
1

人
配
置
予
定
と
あ
っ
た
が
、

本
町
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
 

 各
小
学
校
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
必
要
な
状

況
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。
 

今
の
体
制
で
い
け
る
と
考

え
て
い
る
。
 

質疑あれこれ

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
決
算
 

討論 
    

  

吉
田
　
正
 

　
南
小
学
校
建
設
工
事
の

完
了
に
伴
い
、
教
育
環
境

の
充
実
が
な
さ
れ
た
。
 

　
し
か
し
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
、
母
子
福

祉
医
療
制
度
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
、
保
育
園
民
営

化
、
放
射
能
汚
染
対
策
、

巡
回
バ
ス
の
延
伸
な
ど
の

問
題
を
指
摘
し
反
対
す
る
。
 

丹
羽
　
孝
 

　
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、

教
育
環
境
の
充
実
な
ど
将

来
を
見
据
え
、
適
正
か
つ

効
率
的
に
町
運
営
を
さ
れ
、

財
政
分
析
指
標
を
見
て
も

引
き
続
き
健
全
な
状
態
が

保
た
れ
て
い
る
の
で
賛
成

す
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
２３
年
度
 

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
認
定
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今
後
の
失
業
対
策
は
 
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
 

始
ま
っ
た
が
 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
 

公
用
車
の
リ
ー
ス
管
理
 

給
食
費
の
助
成
 

全
小
学
校
へ
ス
ク
ー
ル
 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
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問 □ 

全
国
の
労
災
事
故
死

は
、
昭
和
４６
年
を

1
0
0
と
す
る
と
平
成
２１
年

で
は
製
造
業
２０
、
交
通
事
故

３０
と
大
き
く
低
下
し
て
い
る

が
農
作
業
で
は
1
1
0
と
増

加
し
て
い
る
。
全
国
で
は
毎

日
一
人
の
死
亡
事
故
が
あ
る
。

県
や
本
町
の
状
況
は
ど
う
か
。
 

愛
知
県
で
は
平

成
１８
年
が
９９
件
、

昨
年
が
1
9
6
件
と
増
加
傾

向
に
あ
る
。
町
内
で
は
過
去

5
年
で
4
件
あ
っ
た
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
の
農
機
具
使
用
は

事
故
の
可
能
性
が
高
く
な
る

が
、
安
全
性
は
大
丈
夫
か
。
 

全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
る
「
農

作
業
安
全
確
認
運
動
」
や
愛

知
県
内
で
実
施
さ
れ
る
「
農

作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
に
合

せ
て
、
随
時
広
報
に
掲
載
し

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

時
の
事
故
補
償
は
。
 

団
体
が
加
入
さ

れ
た
保
険
の
補

償
内
容
は
、
そ
の
活
動
内
容

な
ど
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
一
概
に
十
分
か

ど
う
か
の
判
断
は
で
き
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
あ
っ
た

保
険
加
入
を
お
願
い
し
た
い
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
安
全
管
理
体
制
確

立
に
、
町
は
支
援
を
し
て
ほ

し
い
。
 

安
全
管
理
体
制
は
、

組
織
規
模
、
目

的
や
活
動
場
所
に
よ
り
、
団

体
の
判
断
に
よ
る
。
町
と
し

て
は
、
保
険
の
加
入
や
作
業

時
の
安
全
対
策
用
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
啓
発
し

て
い
く
。
 

会
計
情
報
を
数
字
の

羅
列
だ
け
で
な
く
、

わ
か
り
や
す
い
解
説
書
を
添

付
し
た
ら
ど
う
か
。
 

財
政
に
は
興
味

が
あ
る
が
、
内

容
が
難
し
い
と
い
う
声
を
よ

く
耳
に
す
る
の
で
、
今
年
度

中
を
目
途
に
説
明
書
を
作
成

す
る
。
 町

の
資
産
を
物
件
名

だ
け
の
表
示
で
は
な

く
、
金
額
ベ
ー
ス
で
の
開
示

を
。
 

平
成
２２
年
度
決

算
よ
り
普
通
会

計
の
財
務
4
表
を
作
成
し
て

い
る
。
平
成
２４
年
度
決
算
よ

り
特
別
会
計
の
資
産
評
価
の

整
理
を
行
い
た
い
。
 

一
般
会
計
に
特
別
会

計
も
含
め
た
連
結
財

務
表
の
作
成
で
、
よ
り
わ
か

り
や
す
い
財
政
状
況
を
開
示

し
て
ほ
し
い
。
 

財
務
4
表
か
ら

導
き
出
さ
れ
る

指
標
と
他
の
財
務
指
標
と
合

わ
せ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

日
々
の
暮
ら
し
に
置
き
換
え

る
よ
う
な
形
で
表
現
し
た
資

料
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
公

表
す
る
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

わ
か
る
財
務
諸
表
の
開
示
を
 

部
長 

公
表
に
向
け
取
り
組
む
 

新
公
会
計
制
度 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

丹羽　孝  

安全管理体制への支援を 
部長 リーフレットで啓発していく 

ボランティア活動 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 
一般質問 ここが聞きたい!

9人が質問 

【その他の質問】 
　上小口交差点周辺の県道羽黒
斉藤線の整備を 

新公会計制度とは 
　既存の地方自治体の会計制度である単式簿記・
現金主義会計の仕組みに、民間企業の会計制度で
ある複式簿記・発生主義会計を取り入れたものです。 

ら
 
れ
つ
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問 □ 

問 □ 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

民
営
化
を
最
終
的
に

決
断
し
た
の
は
誰
か
。
 

私
で
す
。
 

 

住
民
の
意
見
を
聞
か

ず
に
決
め
た
の
は
な

ぜ
か
。
 

社
会
情
勢
や

本
町
を
取
り

巻
く
地
域
状
況
な
ど
を
勘
案

し
た
う
え
で
、
町
の
将
来
を

見
据
え
施
策
と
し
て
具
体
化

し
た
。
 

民
営
化
説
明
会
で
「
民

営
化
は
決
定
事
項
で

あ
る
」
と
繰
り
返
し
説
明
。

「
民
営
化
を
や
め
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
に
対
し
聞
く
耳
を

持
た
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
 

民
営
化
す
る

方
針
は
町
の

決
定
事
項
と
し
て
説
明
会
を

開
催
し
た
。
 

4
園
の
説
明
会
の
終

り
に
「
民
営
化
を
積

極
的
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ

っ
た
か
」
と
聞
か
れ
「
皆
無

で
し
た
」
と
答
弁
し
た
が
、

町
の
取
り
ま
と
め
た
質
疑
応

答
に
は
記
載
が
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
 

民
営
化
へ
の

概
要
を
示
し
、

意
見
を
聞
く
こ
と
を
主
に
し

た
も
の
で
、
賛
否
を
問
う
も

の
で
な
い
。
保
護
者
の
不
安

や
心
配
へ
の
質
疑
を
中
心
に
、

ま
と
め
た
。
不
安
や
心
配
を

少
し
で
も
払
拭
す
る
た
め
に
、

必
要
な
情
報
を
迅
速
に
提
供

し
て
い
き
た
い
。
 

都
合
の
悪
い
こ
と
を

省
略
し
て
保
育
所
運

営
委
員
会
で
中
保
育
園
の
民

営
化
を
決
定
し
た
こ
と
を
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
 

保
育
所
運
営
委
員
会

は
、
大
口
町
立
保
育

所
設
置
条
例
に
基
づ
き
、
保

育
所
の
適
正
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
設
置
し
て
い
る
。

今
回
の
よ
う
に
保
育
所
の
運

営
の
あ
り
方
を
大
き
く
見
直

す
際
は
、
そ
の
過
程
で
保
育

所
運
営
委
員
会
に
状
況
を
報

告
し
、
了
解
を
得
る
こ
と
は

当
然
と
考
え
る
。
 

0
歳
児
で
午
後
7
時

ま
で
預
か
っ
て
も
ら

え
る
保
育
園
は
、
民
営
化
後

あ
る
の
か
。
 

平
成
２６
年
4

月
以
降
、
0

歳
児
で
午
後
7
時
ま
で
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
保
育
園
は

な
い
。
補
完
す
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
「
す
く
す
く
サ
ポ

ー
ト
」
が
あ
り
、
必
要
に
応

じ
利
用
で
き
る
。
 

新
た
な
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
民
営
化
園
に

求
め
て
お
き
な
が
ら
、
具
体

的
な
説
明
が
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
 

引
受
法
人
の

裁
量
で
、
法

人
選
定
の
際
に
、
具
体
的
な

保
育
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て

も
ら
う
。
 

4
つ
の
町
立
園
を
残

し
、
民
間
園
を
誘
致

す
れ
ば
良
い
。
中
保
育
園
は

教
室
も
足
り
ず
、
遊
戯
室
を

教
室
に
し
て
い
る
。
子
育
て

支
援
を
充
実
し
て
こ
そ
、
良

い
町
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

多
様
化
す
る

保
育
ニ
ー
ズ

や
種
々
の
問
題
に
立
ち
向
か

う
た
め
に
も
、
民
営
化
は
有

効
な
手
法
で
あ
る
。
民
営
化

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
人
材

と
各
種
補
助
金
に
よ
り
、
他

園
に
と
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
、
向
上
に
有
益
な
も
の

に
な
る
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 
健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

町
長 

吉田　正  

白
紙
撤
回
せ
よ
 

町
長 
町
の
将
来
を
見
据
え
て
決
定
し
た 

【その他の質問】 
　江南厚生病院までバスを
走らせてほしい 

　後期高齢者医療制度で人
間ドック費用の助成を 

中
保
育
園
の
民
営
化 

ふ
っ
 し
ょ
く
 

大口町立中保育園 
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伊藤　浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

小
中
学
校
に
よ
っ
て
、

い
じ
め
の
特
徴
に
差

は
あ
る
の
か
。
 い

じ
め
は
、

子
ど
も
達
の

行
為
の
や
り
取
り
の
中
で
現

れ
、
発
達
段
階
の
違
い
も
含

め
、
様
々
な
背
景
や
要
因
が

密
接
に
絡
ま
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
。
小
学
校
で
は
、
悪

口
、
陰
口
、
無
視
、
仲
間
は

ず
れ
。
中
学
校
で
は
、
暴
力
、

恐
喝
な
ど
。
 

日
常
の
予
防
対
策
と

し
て
、
先
生
や
児
童

生
徒
に
、
ど
の
よ
う
に
指
導

さ
れ
て
い
る
か
。
 

先
生
は
、
日
々
、

子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
い
、
会
話
の
中
で

小
さ
な
変
化
や
悩
み
な
ど
を

し
っ
か
り
と
観
察
す
る
。
 

　
小
学
校
で
は
自
分
が
さ
れ

て
嫌
な
こ
と
は
他
人
に
し
な

い
。
中
学
校
で
は
達
成
感
や

満
足
感
、
学
級
へ
の
所
属
感

を
体
感
さ
せ
る
。
学
級
活
動

で
は
社
会
性
を
育
て
る
学
習

を
目
指
し
、
話
し
合
い
を
通

し
て
い
じ
め
に
つ
な
が
る
諸

問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
。
 

教
育
委
員
会
の
役
割

は
、
本
来
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
 

学
校
の
設
置

管
理
、
教
育

水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
の

か
じ
取
り
や
、
教
育
問
題
の

解
決
策
や
方
向
性
を
決
め
学

校
へ
伝
え
る
な
ど
指
導
、
助

言
、
支
援
を
す
る
。
ま
た
、

学
校
が
子
ど
も
に
と
っ
て
、

安
心
安
全
で
、
楽
し
い
場
所

で
あ
る
よ
う
、
い
じ
め
を
許

さ
な
い
学
校
づ
く
り
を
推
進

す
る
。
 

  

今
年
度
よ
り
県
が
事

業
主
体
で
実
施
す
る

入
鹿
池
の
耐
震
点
検
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。
 平

成
２４
年
度
か

ら
２６
年
度
の
3

か
年
を
も
っ
て
、
愛
知
県
が

事
業
主
体
と
な
り
、
堤
防
の

耐
震
点
検
を
実
施
す
る
。
 

　
今
年
度
は
、
土
質
資
料
の

収
集
、
地
質
調
査
分
析
な
ど

を
行
う
。
 

　
町
は
、
点
検
費
用
の
一
部

を
負
担
す
る
。
 

 防
災
倉
庫
 

行
政
区
へ
設
置
予
定

の
防
災
倉
庫
の
状
況

は
。
 

今
年
度
か
ら

地
域
避
難
所

と
な
る
学
習
等
共
同
利
用
施

設
の
う
ち
、
町
の
中
心
か
ら

離
れ
て
い
る
所
か
ら
順
次
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。
既
存

の
倉
庫
に
資
機
材
な
ど
を
保

管
し
て
い
る
区
も
あ
る
た
め
、

新
設
す
る
の
か
、
改
修
す
る

の
か
、
自
主
防
災
会
独
自
の

保
管
備
品
が
必
要
な
の
か
ど

う
か
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
主
防
災
会
と
協
議
し
て
い

く
。
 

 洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
 

既
存
の
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

予
定
は
。
 

地
域
の
実
情

に
詳
し
い
方

の
協
力
を
得
て
、
地
域
住
民

し
か
知
り
え
な
い
よ
う
な
地

域
独
自
の
情
報
を
組
み
入
れ

た
地
震
防
災
マ
ッ
プ
と
洪
水

マ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え
た
、
手

づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
を
計
画
し
て
い
る
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

伊
藤 

地
域
協
働
部
長 

教育委員会の役割は 
部長 いじめを許さない学校づくりの推進 

小中学校のいじめ問題 

入
鹿
池
の
耐
震
点
検
は
 

部
長 

点
検
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
 

地
域
防
災 

大口町洪水ハザードマップ 
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町
内
の
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
の
状
況

は
。
 

丹
羽
消
防
署

か
ら
の
救
急

搬
送
状
況
で
は
、
8
月
３１
日

ま
で
に
２１
人
が
搬
送
さ
れ
た
。
 

　
内
訳
は
少
年
1
、
成
人
1
、

高
齢
者
１３
で
、
屋
外
内
別
で

は
、
屋
外
１４
、
屋
内
7
と
な

っ
て
い
る
。
 

①
学
校
で
の
熱
中
症

の
状
況
は
。
②
熱
中

症
指
標
計
を
設
置
し
て
は
。
 

①
小
学
校
3
、

中
学
校
5
の

8
人
が
発
症
。
②
学
校
で
は
、

教
職
員
全
員
に
熱
中
症
対
応

の
資
料
を
配
布
し
、
危
機
管

理
意
識
を
高
め
て
い
る
。
ま

た
、
ど
の
学
校
で
も
熱
中
症

指
数
を
測
定
し
、
体
育
や
部

活
動
に
配
慮
し
、
保
冷
剤
や

経
口
補
給
水
な
ど
を
常
備
し

て
い
る
。
 

熱
中
症
対
策
に
安
価

で
で
き
る
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
を
町
で
も
設
置
し
て
は
。 

ど
の
施
設
に

も
エ
ア
コ
ン

が
あ
り
、
子
ど
も
達
の
体
調

管
理
を
考
慮
し
な
が
ら
有
効

活
用
し
て
い
る
。
 

公
園
で
幼
児
が
水
遊

び
で
き
る
場
所
を
考

え
て
は
。
 ど

の
公
園
も
利

用
者
数
や
利
用

時
間
の
状
況
か
ら
、
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
は
必
要
性

が
な
い
。
 

町
内
の
要
援
護
者
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
の

か
。
 

高
齢
者
及
び

障
が
い
者
を

含
め
、
1
4
4
9
人
。
 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
の

命
を
守
る
手
段
と
し
て
、
災

害
時
に
役
立
つ
よ
う
情
報
を

記
入
し
、
携
帯
す
る
物
で
あ

る
。
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、

日
頃
か
ら
困
難
が
多
い
こ
と

な
ど
、
周
囲
の
人
が
支
援
で

き
る
よ
う
に
、
希
望
者
に
配

布
し
て
は
。
 

周
囲
の
方
に

緊
急
連
絡
を

し
て
も
ら
う
こ
と
、
一
時
的

な
ち
ょ
っ
と
し
た
対
応
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
専
門
的

な
支
援
を
求
め
る
も
の
で
は

な
い
。
行
政
主
体
で
取
り
組

む
も
の
で
は
な
く
、
関
係
機

関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

防
災
手
帳
は
、
防
災

意
識
の
啓
発
に
な
る
。

町
で
作
成
し
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
出
せ
る
よ
う
に
し

て
は
。
 

い
つ
で
も
確

認
、
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
も
の
を
、
ま
ち
の

カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
部
を
利
用

し
て
作
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
く
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

建
設
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

ヘルプカードの配布を 
部長 関係機関と調査研究をする 

緊急連絡に備えて 

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
を
 

部
長 
設
置
は
考
え
て
い
な
い 

熱
中
症
予
防
対
策 

［熱中症指標計］ 
熱中症に影響のある気
温や湿度及び輻射熱の3
要因を取り入れた指標で、
温度基準に照らして測定
するもの。 
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倉知敏美  

一
　
般 

質
　
問 

倉

知

敏

美

 

五
条
川
は
、
桜
と
同

じ
よ
う
に
町
の
財
産

で
あ
る
が
町
の
考
え
は
。
 

五
条
川
の
流
れ
は
、

古
く
か
ら
住
民

の
生
命
を
支
え
て
き
た
稲
作

を
育
ん
で
き
た
。
ま
た
、
町

の
発
展
を
も
た
ら
し
た
工
場

誘
致
で
は
、
い
ち
早
く
紡
績

関
連
企
業
が
進
出
し
て
き
た

の
も
、
木
曽
川
の
伏
流
水
で

あ
る
豊
富
な
地
下
水
と
、
五

条
川
と
い
う
河
川
の
受
け
入

れ
先
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

う
。
 

冬
場
の
五
条
川
は
、

と
て
も
川
と
は
言
い

が
た
い
。
汚
れ
の
要
因
は
、

冬
場
の
水
が
少
な
過
ぎ
る
か

ら
で
は
。
 

五
条
川
は
、
農

業
用
水
の
機
能

を
兼
ね
備
え
た
川
で
、
常
時

流
れ
込
む
水
源
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
冬
場
は
水

枯
れ
状
態
と
な
る
。
 

共
通
の
課
題
を
抱
え

る
自
治
体
と
共
同
し

て
、
根
気
よ
く
関
係
団
体
と

協
議
を
重
ね
て
は
。
 

冬
場
、
五
条
川

に
水
を
流
す
た

め
に
は
、
木
曽
川
か
ら
取
水

す
る
し
か
な
い
。
木
曽
川
の

水
に
は
水
利
権
や
、
漁
業
権

が
あ
る
。
新
た
な
水
利
権
を

得
る
に
は
、
そ
の
量
に
見
合

う
水
源
の
確
保
が
必
要
に
な

る
。
先
人
が
五
条
川
に
桜
の

苗
木
を
植
え
、
守
り
育
て
た

よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
堤
の
草
刈
り
や
、
清
掃

活
動
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
五
条
川
を
大
切
に

し
た
い
と
い
う
動
き
が
あ
り
、

町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な

団
体
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。
  

こ
れ
か
ら
は
、
道
路

の
量
よ
り
も
質
が
重

要
で
、
そ
こ
を
通
る
車
で
な

く
、
そ
こ
に
住
む
人
に
重
き

を
置
い
た
道
路
行
政
が
重
要

と
考
え
る
が
。
 

道
路
に
は
、
産

業
活
動
の
基
と

な
る
広
域
交
通
を
担
う
国
道
、

県
道
。
住
民
の
日
々
の
通
勤
、

通
学
や
買
い
物
な
ど
の
生
活

を
支
え
る
役
割
を
担
う
生
活

道
路
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
既

存
道
路
が
持
つ
、
機
能
を
高

め
て
い
く
整
備
が
重
要
と
考

え
る
。
今
後
は
、
新
た
な
道

路
整
備
で
は
な
く
、
既
存
の

道
路
を
生
か
し
、
時
代
の
要

求
に
応
え
る
、
質
の
向
上
と

維
持
管
理
を
し
て
い
く
。
 

倉
知 

倉
知 

倉
知 

倉
知 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

五条川の通年通水を 
部長 新たな水源確保が必要 

道
路
の
質
が
重
要
で
は
 

部
長 

質
の
向
上
と
維
持
管
理
を
す
る
 

冬場の五条川 
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大
口
町
内
企
業
再
投

資
促
進
補
助
金
と
は
。
 

長
年
に
わ
た

り
地
域
の
経

済
・
雇
用
を
支
え
て
い
る
企

業
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
、

町
内
に
２０
年
以
上
立
地
す
る

企
業
で
、
工
場
・
研
究
所
の

新
増
設
を
行
う
事
業
者
に
対

し
、
県
の
補
助
金
と
連
携
し

た
、
企
業
の
再
投
資
を
支
援

す
る
補
助
金
を
新
た
に
創
設

し
、
補
助
し
て
い
く
。
 

補
助
金
の
対
象
事
業

者
数
は
。
 

補
助
金
の
対

象
と
な
る
企

業
は
、
２０
年
以
上
に
わ
た
り

町
内
に
工
場
な
ど
を
立
地
し

て
い
る
企
業
で
、
大
企
業
は

1
0
0
人
、
中
小
企
業
は
２５

人
以
上
の
常
用
雇
用
者
数
を

有
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

大
企
業
で
は
8
社
、
中
小
企

業
で
は
３８
社
と
な
る
。
 

そ
の
財
源
は
。
 

 

財
政
調
整
基

金
を
活
用
す

る
。
 

企
業
誘
致
活
動
の
取

り
組
み
状
況
は
。
 

本
町
に
拠
点
を
置
い

て
活
動
し
て
み
え
る

企
業
活
動
を
よ
り
良
い
状
態

と
す
る
施
策
と
航
空
宇
宙
や

自
動
車
関
連
な
ど
に
関
わ
る

中
小
企
業
、
ま
ち
工
場
の
支

援
、
さ
ら
に
は
、
農
業
か
ら

サ
ー
ビ
ス
業
ま
で
、
幅
広
い

分
野
の
支
援
、
誘
致
を
模
索

し
た
い
。
 

 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
利
用
者
の
安
全
確

保
は
。
 

建
物
南
側
2

か
所
の
出
入

り
口
を
、
そ
れ
ぞ
れ
入
口
専

用
、
出
口
専
用
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
安
全
確
保
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
誘
導
の
た

め
の
ラ
イ
ン
、
あ
る
い
は
看

板
を
設
置
し
た
こ
と
、
建
物

南
側
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
閉

鎖
し
た
こ
と
、
リ
フ
ト
を
使

っ
た
搬
出
作
業
を
閉
館
後
に

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
利

用
者
の
増
加
に
応
じ
た
安
全

確
保
に
も
努
め
て
い
る
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
敷
地
内
へ
の
出
入

り
口
の
位
置
を
離
せ
ば
、
自

動
車
や
人
の
流
れ
が
良
く
な

り
、
建
屋
前
の
混
雑
が
緩
和

さ
れ
、
利
便
性
も
向
上
し
安

全
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
。
 

入
口
と
出
口

そ
れ
ぞ
れ
専

用
に
し
、
誘
導
の
た
め
の
ラ

イ
ン
あ
る
い
は
看
板
を
設
置

し
た
こ
と
、
建
屋
前
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
閉
鎖
し
た
こ
と

な
ど
利
用
者
の
増
加
に
応
じ

た
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
来
場
者
が
特
に
多
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
開
場
日

に
は
、
駐
車
場
に
交
通
誘
導

の
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
対

応
し
て
い
る
。
 

土
田 
土
田 

土
田 

土
田 

土
田 

土
田 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

町
長 

土田　進  

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

出入り口の位置を変えては 
部長 利用者の安全確保に努めている 

大口町資源リサイクルセンター 

町
内
企
業
へ
の
支
援
は
 

部
長 
新
た
に
補
助
金
制
度
を
創
設
し
た 

大口町資源リサイクルセンター 
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問 □ 

齊木一三  

一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

公
共
施
設
や
学
校
の

体
育
館
の
屋
根
を
利

用
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
時
の
避
難
施
設
の

非
常
用
電
源
、
光
熱
費
の
削

減
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

地
域
で
、
電
気
を
循
環
さ
せ

る
「
地
産
地
消
」
を
目
指
す

考
え
は
。
 太

陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向

上
な
ど
に
効
果
的
で
あ
る
。
 

　
一
方
で
初
期
投
資
に
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
の
で
、

国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、

コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
な
が
ら

判
断
し
て
い
く
。
 

　
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

が
本
年
7
月
に
施
行
さ
れ
、

建
物
の
屋
根
に
所
有
者
と
異

な
る
者
が
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
公
共
施

設
の
屋
根
貸
し
事
業
が
一
部

の
自
治
体
で
始
ま
っ
て
い
る
。

施
設
の
規
模
や
構
造
、
耐
用

年
数
、
維
持
管
理
な
ど
の
条

件
も
重
要
な
要
素
と
な
る
の

で
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
 

 

議
論
が
噛
み
合
わ
ず
、

ご
み
処
理
施
設
広
域

化
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
「
枠
組

み
の
見
直
し
」
の
発
言
が
出

さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、

平
成
３０
年
の
新
施
設
の
供
用

開
始
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
 

　
現
有
施
設
の
耐
用
年
数
も

限
界
に
き
て
い
る
中
で
、
江

南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
は
、

今
後
円
満
な
解
散
が
で
き
る

の
か
。
 

江
南
丹
羽
環

境
管
理
組
合

美
化
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
で

３０
年
を
迎
え
る
。
今
後
は
、

新
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働
す

る
３０
年
度
を
目
途
に
耐
震
補

強
工
事
、
劣
化
部
修
繕
を
実

施
し
て
い
く
。
 

　
一
部
事
務
組
合
解
散
の
手

続
き
は
地
方
自
治
法
第
2
8
 

8
条
の
規
定
に
よ
り
、
大
口

町
、
江
南
市
、
扶
桑
町
の
議

会
で
解
散
の
議
決
が
あ
り
、

そ
れ
を
県
知
事
に
届
け
出
る

こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
。
 

最
終
処
分
場
の
取
り

扱
い
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。
 

最
終
処
分
場

は
、
施
設
廃

止
後
も
半
永
久
的
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
長
期
に
わ
た
り
監
視

が
必
要
と
な
り
、
今
後
管
理

の
問
題
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
。
 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

現
有
施
設
の
最
終
処
分
場
は
 

部
長 

長
期
に
わ
た
り
監
視
が
必
要
 

一
市
二
町
ご
み
処
理
施
設 

 

江南丹羽環境管理組合美化センターの最終処分場 

役場庁舎の屋上 

【その他の質問】 
　防災行政無線の放送内容について 

か
 

公共施設屋根に太陽光発電を 
部長 先進事例を参考に検討する 
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問 □ 

問 □ 

問 □ 

高
齢
者
向
け
の
同
サ

ー
ビ
ス
は
い
つ
頃
か

ら
始
め
た
の
か
。
 

い
き
い
き
カ

ー
ド
に
よ
る

利
用
料
助
成
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
が
指
定
管
理
制
度
を

導
入
し
た
時
で
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２０
年

度
か
ら
、
温
水
プ
ー
ル
は
平

成
２２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
 

当
初
の
目
的
と
趣
旨

は
。
 

高
齢
者
の
施

設
の
利
用
の

増
進
を
図
り
、
も
っ
て
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
促
進
と
健

康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
こ

と
で
あ
る
。
 

当
初
の
趣
旨
に
か
な

っ
て
い
る
か
。
 

ど
ち
ら
の
施

設
も
、
年
々

利
用
者
が
増
え
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
と
健
康
の

保
持
に
か
な
っ
て
い
る
。
 

施
設
利
用
料
を
下
げ

よ
。
 

利
用
料
を
今

年
度
か
ら
1

回
1
0
0
円
に
改
定
し
た
が
、

今
後
高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
福
祉
事
業
が
持
続
可
能

な
制
度
と
す
る
た
め
今
回
の

改
定
と
な
っ
た
。
 

現
在
の
利
用
券
助
成

の
内
容
は
。
 

高
齢
者
及
び

障
が
い
者
の

皆
さ
ん
の
通
院
や
買
い
物
、

さ
ら
に
は
社
会
参
加
を
支
援

す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の
初

乗
り
分
を
助
成
す
る
も
の
。

対
象
者
は
、
利
用
す
る
本
人

が
町
民
税
非
課
税
で
８０
歳
以

上
の
方
、
７５
歳
以
上
の
単
身

者
及
び
高
齢
者
世
帯
の
方
と
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
。

ま
た
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

1
・
2
級
や
特
定
疾
患
医
療

費
給
付
事
業
受
給
者
証
及
び

療
育
手
帳
A
を
お
持
ち
の
方

と
な
る
。
 

必
要
に
応
じ
た
助
成

を
。
 

お
一
人
2
冊

で
４８
枚
ま
で

交
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
月

平
均
に
し
て
2
往
復
利
用
で

き
る
計
算
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
増
え
続
け
る
高
齢
者

の
福
祉
事
業
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
支
え
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
現

行
制
度
で
事
業
を
推
進
す
る
。
 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

週2回通院に利用すると、とても足りない 

タクシー利用券を増やして 
部長 現行制度で事業を推進する 

外出支援サービス 

高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
 

利
用
料
を
下
げ
よ
 

部
長 

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
今
回
改
定
し
た 

【その他の質問】 
　脳力アップ教室への助成拡大を 

　国保税を値下げせよ 

　住宅リフォーム助成で景気回復を 

健
康
の
保
持
増
進 

外出支援サービス助成券 
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岡　孝夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

東
海
市
で
は
、
９９
の
ま

ち
づ
く
り
指
標
を
市
民

参
加
で
作
成
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
る
現
状
値
に
5
年

後
１０
年
後
の
「
目
指
そ
う
値
」

を
設
定
、
目
で
見
る
管
理
を

9
年
も
続
け
て
い
る
。
住
民

目
線
に
よ
る
生
活
課
題
を
指

標
化
し
、
数
値
管
理
す
る
方

法
へ
の
見
解
を
問
う
。
 

数
値
化
等
に
は

で
き
る
も
の
と

難
し
い
も
の
が
あ
る
。
 

　
東
海
市
の
目
標
に
も
無
理

が
あ
る
よ
う
な
部
分
も
見
受

け
ら
れ
る
の
で
施
策
を
数
値

化
し
、
目
標
を
設
定
し
て
い

く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
 

同
市
で
は
、
総
合
計
画

に
わ
か
り
や
す
い
施
策

を
掲
げ
、
そ
の
た
め
の
基
本

方
針
・
施
策
体
系
・
単
位
施

策
・
事
業
に
加
え
、
数
値
化

し
た
前
述
の
指
標
等
を
明
示

し
て
い
た
。
 

　
本
町
の
次
期
総
合
計
画
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
 

経
営
計
画
書
で
は
、

施
策
に
よ
っ
て

は
数
値
化
を
心
が
け
る
が
、

次
期
計
画
は
現
計
画
を
必
要

に
応
じ
見
直
す
も
、
根
幹
の

考
え
方
は
継
承
し
て
い
き
た

い
。
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、

途
中
で
見
直
す
方
法
も
あ
る

が
、
時
代
の
流
れ
が
速
い
の

で
現
計
画
も
理
念
的
な
も
の

と
し
た
。
 

 

昨
年
夏
、
部
活
動
帰
り

の
女
子
中
学
生
が
自
転

車
で
走
行
中
、
ト
ラ
ッ
ク
に

は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
事
故
は

記
憶
に
新
し
い
。
昨
今
の
児

童
・
生
徒
・
高
齢
者
の
自
転

車
事
故
数
は
。
 児

童
生
徒
で

は
、
昨
年
で

5
人
。
本
年
7
月
末
時
点
で

は
5
人
あ
り
、
昨
年
実
績
に

並
ん
で
い
る
。
 

　
高
齢
者
で
は
、
昨
年
で
4

人
。
本
年
7
月
末
で
5
人
あ

り
、
既
に
昨
年
実
績
を
上
回

っ
て
い
る
。
 

自
転
車
運
転
時
に
起
こ

り
う
る
危
険
を
安
全
か

つ
疑
似
体
験
で
き
、
危
険
予

測
能
力
や
安
全
意
識
の
向
上

を
狙
い
と
す
る
「
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
」
を
活
用
す
る

自
治
体
が
あ
る
。
本
町
で
も

試
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
 

高
齢
者
の
死

傷
者
数
が
前

年
比
で
増
え
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
高
齢
者
が
集
う
場
を

主
に
、
体
験
で
き
る
機
会
を

関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
交

通
安
全
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
。
 

岡 岡 

岡 

岡 
総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

「指標化」・「見える化」の研究を 
部長 数値化等はなかなか難しい 

先進地に学び 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
試
し
て
み
て
は
 

部
長 

体
験
で
き
る
機
会
を
協
議
し
て
い
く
 

自
転
車
事
故
防
止
に
向
け
て 

［自転車シミュレータ］ 
前輪のない自転車にパソコンとモニタを
組み合わせたようなもの。モニタを見な
がら自転車をこぐことで、危険を疑似体
験できる。 

［見える化］［目で見る管理］ 
問題を常に可視化することで、問題が発生して
もすぐに解決できる環境を実現し、さらに問題が
発生しにくい環境を実現するための手法。 

［目指そう値］ 
東海市の目標値のこと。目指そう値と現状値を
グラフ化し、年度毎に達成具合や傾向等を管理し
ています。 
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7/4 
（水） 

7/5 
（木） 

総務建設常任委員会視察 

兵
庫
県
朝
来
市
　
与
布
土
地
域
自
治
協
議
会
 

地
域
自
治
組
織
の
先
進
地
を
視
察 

　
座
談
会
で
地
域
課
題
に
取
り
組
む 

山
間
で
高
齢
化
の
進
ん

だ
朝
来
市
 

 　
朝
来
市
は
、
平
成
１７
年
に

生
野
町
、
和
田
山
町
、
山
東

町
、
朝
来
町
の
4
町
が
合
併

し
て
で
き
た
市
で
、
人
口
が

約
3
万
3
0
0
0
人
余
り
、

世
帯
数
約
1
万
2
2
0
0
世

帯
、
高
齢
化
率
２９
・
５８
%
と

い
う
市
で
す
。
 

　
中
で
も
、
少
子
高
齢
化
の

深
刻
な
与
布
土
地
域
は
、
市

の
高
齢
化
率
を
上
回
る
３５
・

４９
%
で
、
限
界
集
落
、
準
限

界
集
落
が
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
 

 市
の
一
女
性
職
員
の
情

熱
が
地
域
自
治
協
議
会

の
発
足
に
つ
な
が
る
 

 　
学
校
を
卒
業
後
地
域
に
戻

り
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
探

す
た
め
に
、
地
域
自
治
協
議

会
発
足
に
奔
走
し
た
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
声
を
座
談
会
を
繰
り

返
す
こ
と
で
吸
い
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

 住
民
自
治
へ
の
方
向
は

本
町
と
共
通
 

課
題
は
運
営
費
の
増
額
 

 　
現
在
、
大
口
町
で
は
、
昨

年
１１
月
に
「
大
口
町
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
会
」
よ
り
提

案
さ
れ
た
提
案
書
に
基
づ
き
、

3
つ
の
地
域
で
取
り
組
み
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
朝
来
の
課
題
は
、
運
営
費

が
少
な
い
こ
と
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
 

城
南
衛
生
組
合
 

 　
城
南
衛
生
管
理
組
合
は
、

宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、

久
御
山
町
、
宇
治
田
原
町
、

井
出
町
が
よ
り
良
い
環
境
廃

棄
物
行
政
の
推
進
の
た
め
に

つ
く
る
特
別
地
方
公
共
団
体

で
す
。
 

　
エ
コ
ポ
ー
ト
長
谷
山
は
そ

の
施
設
の
一
部
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
拠
点
と
し
て
、
総
事

業
費
１２
億
9
5
0
0
万
円
で
、

平
成
9
年
に
で
き
た
施
設
で

す
。
資
源
化
工
場
と
リ
サ
イ

ク
ル
工
房
の
二
つ
の
部
署
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

　
資
源
化
工
場
 

 　
工
場
内
で
は
缶
類
、
ビ
ン

類
、
紙
パ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
発
砲
食
品
ト
レ
ー
な

ど
の
資
源
ご
み
の
再
資
源
化

を
障
が
い
者
の
雇
用
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 リ
サ
イ
ク
ル
工
房
 

 　
工
房
で
は
地
元
の
人
た
ち

が
古
着
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
カ

バ
ン
、
帽
子
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 　
障
が
い
者
の
雇
用
を
通
じ

施
設
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み

に
感
心
し
ま
し
た
。
 リメイクされた古着の一例 

京都府城陽市　城南衛生組合　エコ・ポート長谷山 

環境廃棄物行政の先進地を視察 

あ
さ
 
ご
 

よ
 

ふ
 

ど
 

与布土地区コミュニティーセンターにて 

ほ
ん
 
そ
う
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7/12 
（木） 

7/13 
（金） 

文教福祉常任委員会視察 

社
会
福
祉
協
議
会
中
心
の 

　
　
　
　
　
高
齢
者
見
守
り
活
動 

　
　
　
　
　
京
都
府
与
謝
野
町
　 

　
　
　
　
　
各
組
織
や
団
体
の
健
常
高
齢
者
が
地
域
貢
献 

国保ヘルスアップ事業　滋賀県東近江市 

医療費の抑制と減少をめざし、 
効果的な施策を実施 

少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
地

域
 

 　
丹
後
ち
り
め
ん
で
有
名
な
、

3
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、

人
口
約
2
万
3
0
0
0
人
で

高
齢
化
率
が
３０
%
の
町
。
自

治
会
、
地
域
自
治
組
織
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
「
福
祉

の
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
 

 自
治
会
の
活
動
 

 　
3
つ
の
自
治
会
が
、
独
居

高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
、
要

援
護
者
宅
を
対
象
に
、
「
高

齢
者
見
回
り
隊
」
「
区
自
主

防
災
協
力
隊
」
を
結
成
し
、

対
象
者
の
安
否
確
認
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。
 

 地
域
自
主
組
織
の
活
動
 

 　
「
で
き
る
範
囲
内
で
、
手

助
け
し
よ
う
」
と
い
う
考
え

方
で
、
２２
人
が
進
ん
で
地
域

貢
献
を
さ
れ
、
活
動
内
容
は
、

日
頃
の
あ
い
さ
つ
や
心
が
け
、

見
守
り
安
心
マ
ッ
プ
の
作
成
、

日
常
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
等
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

活
動
 

 　
5
団
体
が
各
々
の
立
場
で
、

家
事
支
援
や
外
出
支
援
、
独

居
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
兼

ね
た
「
手
作
り
弁
当
配
達
サ

ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
多
数
の
登
録
者
が

通
院
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
計
１０
項
目

の
活
動
に
も
従
事
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
 

　
東
近
江
市
は
滋
賀
県
南
東

部
に
位
置
し
、
平
成
１７
年
に

八
日
市
市
と
4
町
が
合
併
し
、

さ
ら
に
平
成
１８
年
に
2
町
が

合
併
し
た
市
で
す
。
 

　
人
口
、
予
算
な
ど
本
町
の

約
5
倍
の
規
模
で
し
た
。
 

 国
の
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
を
継
続
実
施
 

 　
平
成
２１
年
度
よ
り
医
療
費

の
抑
制
と
減
少
の
た
め
、
生

活
習
慣
予
防
、
未
受
診
者
対

策
、
受
診
勧
奨
者
へ
の
訪
問

指
導
な
ど
に
取
り
組
み
、
「
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
年
度
ご
と
に
計
画
を
見

直
し
な
が
ら
こ
の
事
業
を
続

け
て
い
ま
す
。
 

 特
定
検
診
受
信
者
へ
の

働
き
か
け
 

 　
高
血
圧
に
対
す
る
保
健
指

導
と
血
圧
計
の
貸
し
出
し
を

実
施
。
血
液
検
査
後
の
止
血

の
5
分
間
を
利
用
し
、
健
診

結
果
の
振
り
返
り
、
結
果
お

返
し
会
へ
の
参
加
、
生
活
習

慣
チ
ェ
ッ
ク
及
び
各
種
運
動

や
料
理
教
室
の
案
内
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

 糖
尿
病
・
腎
臓
病
患
者

へ
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
 

 　
平
成
２３
年
度
よ
り
広
島
大

学
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
看
護
士
が
面
談
と
電

話
で
患
者
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
患
者
は
デ
ー
タ
を
よ
く

理
解
し
、
「
食
事
療
法
」
「
運

動
療
法
」
「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
で
自
己
管
理
を

し
、
病
気
の
重
症
化
を
予
防

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
 

　
患
者
、
医
師
、
看
護
師
の

信
頼
関
係
を
大
切
に
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
か
か
り

つ
け
医
の
協
力
も
得
ら
れ
効

果
的
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

与謝野町社会福祉協議会にて 

よ
 

さ
 

の
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7/30（月） 
7/31（火） 

議会広報常任委員会 

町村議会広報研修会に参加 
東京都砂防会館 

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
は
、

第
７６
回
町
村
議
会
広
報
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
研
修
会
は
、
東
京
都
千
代

田
区
の
砂
防
会
館
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
1
4
5
町
村
、

6
0
0
人
を
超
え
る
議
員
及

び
事
務
局
職
員
の
参
加
の
も

と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 研
修
初
日
 

 　
研
修
会
は
、
第
1
日
目
が

①
伝
わ
る
、
わ
か
り
や
す
い

文
章
を
書
く
基
本
、
②
広
報

誌
に
お
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト
表

現
の
基
本
、
③
広
報
誌
の
写

真
撮
影
の
基
本
を
、
3
人
の

講
師
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
 

 研
修
2
日
目
 

 　
第
2
日
目
は
、
4
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
事
前
に
診

断
（
添
削
指
導
）
を
希
望
し

た
町
村
議
会
広
報
の
事
例
研

究
と
講
評
を
聞
き
ま
し
た
。
 

　
講
師
の
深
沢
徹
先
生
よ
り

「
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り
」

は
、
幸
田
町
と
並
ん
で
愛
知

県
を
代
表
す
る
広
報
で
、
基

本
・
技
術
と
も
大
変
優
れ
て

い
る
。
表
紙
の
写
真
や
目
次

見
出
し
が
高
評
価
さ
れ
、
一

般
質
問
で
は
、
大
見
出
し
が

具
体
的
、
質
問
答
弁
も
適
切

に
要
約
さ
れ
、
表
現
も
平
易

で
紙
面
の
ゆ
と
り
も
あ
る
。

裏
表
紙
の
ま
ち
の
元
気
者
も
、

編
集
委
員
の
取
材
、
町
や
議

会
へ
の
要
望
、
次
の
定
例
会

の
案
内
と
傍
聴
の
勧
め
が
あ

る
な
ど
、
ま
た
、
議
会
広
報

常
任
委
員
会
制
を
高
く
評
価

さ
れ
、
他
の
町
村
に
も
採
用

を
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
検
討
修
正
し
た
い

点
と
し
て
は
、
意
見
書
な
ど

の
賛
否
の
論
点
や
賛
否
数
を

記
載
し
て
ほ
し
い
。
書
体
や

人
数
表
記
の
改
善
な
ど
い
く

つ
か
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 研
修
を
終
え
て
 

 　
今
回
、
同
じ
分
科
会
で
診

断
を
受
け
た
他
の
8
議
会
の

広
報
誌
を
見
な
が
ら
、
良
い

点
や
改
善
す
べ
き
点
の
指
導

が
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
今

後
の
広
報
づ
く
り
に
、
更
な

る
企
画
立
案
力
と
編
集
技
術

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。
「
読
み
手

＝
住
民
目
線
」
で
の
紙
面
づ

く
り
を
し
、
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
読
ま

れ
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

7月30日砂防会館で 

同じ分科会で診断を受けた9議会の議会だより 
=7月31日分科会資料 
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請願・陳情・要望書 請願・陳情・要望書 
9月定例会に提出された請願・陳情は、所管の常任委員会で審査しました。 
その後の本会議で、妥当であると判断されたものは、国の機関などへ議会から意見書を送付します。 

中保育園の民営化に関する要望書 

　女性の社会進出や就労形態の変化などに伴い保育ニーズが多様化しており、本町においても延長保育の拡大、休
日保育など保育サービスの充実が求められている。 
　そうした中、保護者にとって保育サービスの選択肢が広がることや公と民が互いに刺激し合うことにより町全体
の保育の質の向上が図れることなどから、中保育園を民営化する方針が示され、各保育園での保護者説明会や個別
相談会が開催されたところである。 
　保育をはじめ多様化する子育てニーズに対応するには、保護者や地域の協力を得ながら、限りある財源や社会資
源を効果的に活用することが不可欠であり、民営化の方向性を否定するものではないが、中保育園の保護者をはじ
め多くの町民から民営化の白紙撤回を求める請願書が提出されたことに鑑み、町保育行政に対する保護者の信頼を
損ねることのないよう、下記の事項を要望する。 

記 
1　保護者の不安を取り除くために必要な情報の提供や丁寧な説明を行うなど、スムーズな移行に向けて最大限の努
力を払うこと 
2　民営化にあたっては、子どもたちへの負担や影響が最小限となるよう、充分な引継ぎ期間を設けるなどきめ細や
かな対応を行うこと 
 平成24年9月25日 大口町議会 
 （提出先） 
 大口町長　森　進 

【
請
願
】
 

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実

施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

　
請
願
者
 

尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

執
行
委
員
長
　
田
口
人
士
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
 

 ・
請
願
　
保
育
園
の
民
営
化

を
や
め
て
く
だ
さ
い
 

　
代
表
者
 

津
田
三
枝
子
以
下
 

1
1
8
2
人
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）
 

【
陳
情
】
 

・
住
民
の
安
心
・
安
全
を
支

え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
求
め
る
陳
情
書
 

（
賛
成
多
数
で
採
択
）
 

・
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
陳
情
書
 

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増

額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

陳
情
書
 （

全
員
賛
成
で
採
択
）
 

・
中
保
育
園
の
民
営
化
に
関

す
る
要
望
書
 

　
要
望
者
　
文
教
福
祉
常
任
 

　
　
　
　
　
委
員
会
 

（
賛
成
多
数
で
採
択
）
 

【
議
員
提
出
議
案
】
 

・
保
育
の
質
の
向
上
を
求
め

る
要
望
書
提
出
 

　
要
望
者
　
吉
田
　
正
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）
 

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
提
出
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

・
国
の
私
学
助
成
の
増
額

と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

提
出
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

・
住
民
の
安
心
・
安
全
を

支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
提

出
 （

賛
成
多
数
で
可
決
）
 

・
中
保
育
園
の
民
営
化
に

関
す
る
要
望
書
提
出
 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）
 

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の

増
額
と
拡
充
に
関
す
る
意

見
書
提
出
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

議員提出議案 

賛成多数で可決した中保育園の民営化に関する要望書の全文を掲載します。 
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　9月19日、5回目の町制50周年記念「子ども議会」
検討会が開催され、8月28日に実施した事前学習
会および翌日に開催した町制50周年記念子ども議
会の振り返りを主とした打合せがおこなわれました。 
　子ども議員の感想文の中には、「5年先にまたあ
るのなら、弟に参加して欲しい」、町制100周年
として子ども議会があるのなら、孫を参加させたい」
といったコメントもありました。 
 
 

　各学校の先生方からは、大変だったが結果とし
てやって良かったと大変好評であり、「こんなこ
とを考えているんだ」と気付くことができ、自分
自身が楽しかった。もちろん、子どもも親御さん
も喜んでくれたとの意見がありました。 
　今回のこども議会の経験を踏まえ、今後、大口
町議会としてその継続性について［なぜやるべきか、
何をやるべきか・いつやるべきか・誰がやるべきか・
どこでやるべきか・どうやってやるべきか］を検
討していきます。 

（議会選出町制50周年記念「子ども議会」検討会委員　岡孝夫、酒井闊治） 

大役を終えて、ホッとした表情を見せる子ども議員の皆さん。=8月28日、大口町役場3階の議場にて 

今後のありようを幅広く検討していきます

子ども議会

今後のありようを幅広く検討していきます

子ども議会

今後のありようを幅広く検討していきます

子ども議会

教育委員（再任） 
長屋孝成さん 
（全員賛成） 

教育委員の任期が11月30日
で満了となるため。 

委員の紹介 

政
務
調
査
費 

視
察
会
計
報
告
 

　
政
務
調
査
費
と
は
、
議
員
が
通
常
の
議
員
活
動
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派

ま
た
は
個
人
が
、
議
員
と
し
て
の
知
識
向
上
や
見
聞
を
広
め
た
り
、
資
質
向
上
を

図
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
調
査
研
究
費
で
す
。
 

　
交
付
額
は
、
1
人
6
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
研
究
研
修
費
、
調
査
旅
費
、
資
料

費
、
広
報
費
、
公
聴
費
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
収
支
報
告
書
に
は
す
べ
て
の
証
拠
書

類
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
23
年
度
の
主
な
使
途
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

大
政
ク
ラ
ブ
（
9
人
）
 

視
察
先
　
岩
手
県
遠
野
市
他
 

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

目
　
的
　
被
災
地
支
援
の
状
況
を
把
握

し
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
 

総
　
額
　
５２
万
円
 

 公
明
党
（
1
人
）・
誠
真
ク
ラ
ブ
（
2

人
）・
研
政
会
（
1
人
）
 

視
察
先
　
静
岡
県
湖
西
市
 

　
　
　
　
浜
名
湖
観
光
開
発
株
式
会
社
 

　
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
 

　
　
　
　
O
M
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
 

　
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
 

　
　
　
　
千
代
田
図
書
館
 

目
　
的
　
風
力
及
び
太
陽
光
発
電
、
太

陽
熱
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
千
代
田
W
E
B
図
書
館
の
運

営
内
容
と
利
用
状
況
に
つ
い

て
 

総
　
額
　
１７
万
5
6
5
0
円
 

内
　
訳
　
公
明
党
 

　
　
　
　
4
万
7
6
6
2
円
 

　
　
　
　
誠
真
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
　
8
万
2
2
1
6
円
 

　
　
　
　
研
政
会
 

　
　
　
　
4
万
5
7
7
2
円
 

 日
本
共
産
党
（
2
人
）
 

視
察
先
　
埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
 

　
　
　
　
鳩
山
町
役
場
 

目
　
的
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
現

状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
 

総
　
額
　
5
万
7
6
1
0
円
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員

長 委

員

 木

野

春

徳

 
 

丹

羽

　

孝

 

岡

　

孝

夫

 

江
幡
満
世
志 

伊

藤

　

浩

 

土

田

　

進

 

宮

田

和

美

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

めざせ県大会優勝！ 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

11月29日（木）　提案説明 
12月 3日（月）　質疑 
12月 4日（火）　質疑・委員会付託 
12月 6日（木）　総務建設常任委員会 
12月 7日（金）　文教福祉常任委員会 
12月11日（火）　一般質問 
12月12日（水）　一般質問 
12月14日（金）　討論・採決 

表紙の写真 

実行委員会主催による大口町

民体育祭が開催されました。競

技の花形となる児童・生徒リレー。

汗いっぱいになるほど選手も

応援者も白熱しました。 

=10月7日 総合運動場で 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

ビギナーズの皆さん 

議
員
は
選
挙
区
内
の
方
に
、

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
・
寒
中
見

舞
い
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

年
賀
状
等
の 

　
　
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

 

議
会
だ
よ
り
 

子育て世代のお母さんたちで作った 

ソフトバレーチームを紹介します 

取材を終えて 
　練習風景を何度か見学しました。目標を持
って真剣に取り組む姿からは元気をもらい、
今後の活躍に確信を持ちました。絆を大切に
しているメンバーの皆さん、ソフトバレーを
町内に広め、これからも頑張ってください。 

（江幡　満世志） 

♪　クラブの由来と特色は？ 

　平成15年に保育園で出会ったお母さん
たちが、コミュニケーションの場として発
足。 
　未経験者ばかりだったので、「ビギナー
ズ」と命名しました。 
　メンバーは8人のヤングママとイケメン
コーチの計9人のとっても楽しいクラブです。 
 
♪　ソフトバレーって？ 

　誰もができる生涯スポーツで、バレーボ
ールよりも少し大きく、やわらかいボール
を使います。バドミントンと同じ広さのコ
ートで4人制、15ポイントの3セットマッ
チが一般的です。 
　ちなみに、町内には4チームあります。 
 
♪　大会での実績は？ 

　昨年は町代表として、西尾張大会で優勝、
県大会では堂々の3位、今年は県大会で優勝
を目指してます。 
 
♪　練習日は？ 

　木曜日は午後5時から7時まで。土曜日は
午前10時から正午までの週2回です。 

 

♪　町や議会への要望がありましたら 

　もっとコートを利用したいのですが、予約
が取りにくい点と、使用料の負担が多いので、
もう少し改善してほしいです。 

9 月
定
例
会
 N
o.1
9
2

平
成
2
4
年
1
1
月
1
日
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